
中学校理科単元の指導計画 

１．単元名   単元３ 電流とその利用 

 

２．教材名   １章 電流と回路 

        ２章 静電気と電子 

        ３章 電流と磁界 

        終章 抵抗の大きさを考える 

 

３．指導計画  １章 電流と回路（17 時間） 

         １ 回路と電流・電圧（7時間）←実践 

         ２ 電流・電圧の関係と抵抗（5 時間）   

３ 電流のさまざまなはたらき（5時間） 

 

４．教材観                略 

 

５．生徒観                略 

 

６．指導観                略 

 

７．単元の目標（評価規準） 

【学習指導要領：指導内容】 

 

 

ア 電流  
(ｱ) 回路と電流・電圧 

   回路をつくり，回路の電流や電圧を測定する実験を行い，回路の各点を流れる電流や各部に加わ 
る電圧についての規則性を見いだすこと。 

(ｲ) 電流・電圧と抵抗 
   金属線に加わる電圧と電流を測定する実験を行い，電圧と電流の関係を見いだすとともに金属線 

には電気抵抗があることを見いだすこと。 
(ｳ) 電気とそのエネルギー 

   電流によって熱や光などを発生させる実験を行い，電流から熱や光などが取り出せること及び電 
力の違いによって発生する熱や光などの量に違いがあることを見いだすこと。 

(ｴ) 静電気と電流 
異なる物質同士をこすり合わせると静電気が起こり，帯電した物体間では空間を隔てて力が働く 

こと及び静電気と電流は関係があることを見いだすこと。 
 
イ 略 
 

【「電流とその利用」の評価規準】＜国立教育政策研究所教育課程研究センター＞ 

自然事象への 

関心・意欲・態度 
科学的な思考・表現 観察・実験の技能 

自然事象についての 

知識・理解 

電流と電圧との関係及

び電流の働きに関する事

物・現象に進んでかかわ

り，それらを科学的に探究

するとともに，事象を日常

生活とのかかわりでみよ

うとする。 

電流と電圧との関係及び電

流の働きに関する事物・現象

の中に問題を見いだし，目的

意識をもって観察，実験など

を行い，事象や結果を分析し

て解釈し，自らの考えを表現

している。 

電流と電圧との関係及び電流の

働きに関する事物・現象について

の観察，実験の基本操作を習得す

るとともに，観察，実験の計画的

な実施，結果の記録や整理など，

事象を科学的に探究する技能の基

礎を身に付けている。 

観察や実験などを通し

て，電流と電圧との関係及

び電流の働きに関する事

物・現象についての基本的

な概念や原理・法則を理解

し，知識を身に付けている。 

電流回路についての観察，実験を通して，電流と電圧との関係および電流の働きについて理解させると
ともに，日常生活や社会と関連付けて電流と磁界についての初歩的な見方や考え方を養う。 



８．単元の展開 

単元２ １章 電流と回路 １．回路と電流・電圧（7時間のうちの 1時間目） 

本時の目標  
・直列回路と並列回路を提示した図の通りに作ることができる。（技能） 
・豆電球の明るさが直列回路より並列回路の方が明るいことに気付くことができる。（科学的な思考・表現） 

 学習内容 ・期待する生徒の学習活動 

補助発問に対する回答（◆） 

支援(＊)・指導上の留意点(○) 

対話の過程にある補助発問（○補） 

＜評価の観点＞ 

【評価材料】 

向
き
合
う 
 
約 
15
分 

1．セオリーへ導く 
ための対話 

○既習内容の
確認 

 
○本時の知識
の提示 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
・電池の直列つなぎと並列つなぎ

の時の豆電球の明るさを説明
する。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
○学習する語句やその意味を
板書する。 

 LED，直列つなぎ，直列回路，
並列つなぎ，並列回路 
 
○セオリーを板書する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

探
る 
 
約
30
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
2．セオリーを活用 

する対話 
○個人で考え
る（予想） 

 
○グループ活
動①（実験） 

 
 
3．一般化の対話 
○全体の場で
共有 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・セオリーを基に，明るさを予想

し A～Cを並べ替える。 
 
・A～C の回路を作り明るさを確 
認する。 

・リライトシートに結果を記入
する。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○各グループのレジスタボー
ドに A～Cの図を用意する。 

 
 
 
 
 
 

 
 
＜技能＞ 
直列回路と並

列回路を提示し
た図の通りに作
っている。 
【行動観察】 

 
 
 
 
 
 
＜思考・表現＞ 
豆電球の明る

さが直列回路よ
り並列回路の方
が明るいことに
気付いている。
【発表】 

【リライトシート】 

 

振
り
返
る 
 
約
5
分 

4．自己内対話 
○本時の振り
返り 

 
・リライトシートに本時の振り 
返りを記入する。 
「学んだこと」 
「なるほどと思った人の意見」 

 
○本時の学習内容を想起し，
リライトシートの振り返り
を記入するようにする。 

 

 

 

＜セオリー（仮説）＞電池を直列つなぎにすると，豆電球は 
明るくなる 

＜課題＞豆電球 2個，電池 2 個のつなぎ方を変えたときの，豆 

電球の明るさを調べよう 

 

○補 1「どんな予想を立てていましたか。」 
◆1「明るい順に A，B，Cと予想しました。」 
○補 2「結果はどのようになりましたか。」 
◆2「B，A，Cの順でした。」 
○補 3「セオリーで説明ができないのは，どの回路ですか。」 
◆3「B の回路です。」 

A B C 

電池 2個が直列つなぎ 

豆電球2個が直列つなぎ 

電池 2個が直列つなぎ 

豆電球2個が並列つなぎ 

電池 2個が直列つなぎ 

豆電球2個が並列つなぎ 



単元２ １章 電流と回路 １．回路と電流・電圧（7時間のうちの 2時間目） 

本時の目標  
・電流計や電圧計を正しく使って，電流や電圧を測定することができる。（技能） 
 

 学習内容 ・期待する生徒の学習活動 

補助発問に対する回答（◆） 

支援(＊)・指導上の留意点(○) 

対話の過程にある補助発問（○補） 

＜評価の観点＞ 

【評価材料】 

 
約 
10
分 

 
 
○前時の確認 
 
 
○本時の知識 
 
 

 
 
・直列回路より並列回路の方 
が豆電球は明るくなる。 

 
・リライトシートに本時の知 
識を記入する。 

 
・電流計，電圧計の使い方を 
リライトシートにまとめる 

 
 
 
 
 
○本時の知識を板書する。 
 電流・電圧 
 
○電流計と電圧計の目盛りや 
つなぎ方の違いについて，説
明する。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
約
35
分 

 
 
 
 
○グループ活
動① 

 
 
 
 
 
○全体で共有 
 
 
 

 
 
 
 
・豆電球 1個，電池 1個の回 
路における電流と電圧の値 
を調べる。 

 
 
 
 
・測定した電流や電圧をリラ 
イトシートに記入する。 

 
・測定した結果を発表する。 
 
 
 
 

 
 
 
 
○各グループが，正しく回路を
作ることができているかを
確認するようにする。 

※豆電球の前後の電流，豆電球
にかかる電圧，電源の電圧を
測定する。 

 
 
 
 
○誤差が含まれることと，その
要因について説明する。 

 

 
＜技能＞ 
電流計や電圧

計を正しく使っ
て，電流や電圧を
測定している。 
【行動観察】 

【リライトシート】 

 

 
約
5
分 

 
○本時の振り
返り 

 
・電圧計，電流計の目盛りを 
読む確認問題に取り組む。 
 
 
 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
単元２ １章 電流と回路 １．回路と電流・電圧（7時間のうちの 3時間目） 
       回路図の書き方 
 
   
 
 
 
 

＜課題＞電流や電圧の測り方を身に付けよう 



単元２ １章 電流と回路 １．回路と電流・電圧（7時間のうちの 4時間目） 
本時の目標  
・既習の知識と回路図から，それぞれの回路における流れる電流の大きさの関係を予測することができる。

（科学的な思考・表現） 
 

 学習内容 ・期待する生徒の学習活動 

補助発問に対する回答（◆） 

支援(＊)・指導上の留意点(○) 

対話の過程にある補助発問（○補） 

＜評価の観点＞ 

【評価材料】 

向
き
合
う 
 
約 
10
分 

1．セオリーへ導く 
ための対話 

○学習内容の
確認 

 
 
○実験方法の 
確認 

 
 
 
 

 
 
・直列回路より並列回路の方が豆

電球は明るくなる。 
・電気器具の前後で電流の値は変

わらない。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
○直列回路と並列回路の回路
図を配布する。 

 
○セオリーを板書する。 
 

 
 
 
 
 
 
 

探
る 
 
約
35
分 

 
 
2．セオリーを活用 

する対話 
○個人で考える 
 
 
 
 
 
○グループ活
動① 

 
 
 
 
 
3．一般化の対話 
○全体の場で
共有 

 
 
 
 
・予測できる電流の大きさの関係

についてリライトシートに記
入する。 

 
 
 
・レジスタボードに自分の理解度
を示し課題に取り組む。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
＊並列回路，直列回路を提示
しておくことで，豆電球の
明るさと電流の大きさを関
連付けて予測できるように
する。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜思考・表現＞ 
既習の知識と

回路図から，それ
ぞれの回路にお
ける流れる電流
の大きさの関係
を予測すること
ができる。 
【発表】 

【リライトシート】 

振
り
返
る 
 
約
5
分 

4．自己内対話 
○本時の振り
返り 

 
・リライトシートに本時の振り 
返りを記入する。 
「学んだこと」 
「なるほどと思った人の意見」 

 
○本時の学習内容を想起し，
リライトシートの振り返り
を記入するようにする。 

 

 

＜セオリー（仮説）＞回路全体に流れる電流の大きさは，並列回路の 

方が直列回路より大きい 

＜課題＞実験で測定する地点に流れる電流の大きさの関係を予測しよう 

＜レジスタボードの理解度 Dのグループ等への支援＞ 
＊発問をすることにより，どの生徒も思考を深めることができるようにする。 
・電気器具の前後で，電流の大きさの関係はどうなりますか。 
・回路全体の電流を測定することができる地点はどこですか。 

○補 1「直列回路の電流の大きさの関係はどのようになると予測 
しましたか。」 

◆1「すべて等しくなると予測しました。」 
○補 2「なぜそのように予測しましたか。」 
◆2「電気器具の前後の電流は等しいからです。」 
○補 3「並列回路の電流の大きさの関係はどのようになると予測 

しましたか。」 
◆3「回路全体の電流と，各豆電球に流れる電流の和が等しく 

なると予測しました。」 
○補 4「なぜそのように予測しましたか。」 
◆4「回路が枝分かれしているからです。」 



単元２ １章 電流と回路 １．回路と電流・電圧（7時間のうちの 5時間目） 

本時の目標  
・直列回路・並列回路の各点に流れる電流について，規則性を見出すことができる。（思考・表現） 
 

 学習内容 ・期待する生徒の学習活動 

補助発問に対する回答（◆） 

支援(＊)・指導上の留意点(○) 

対話の過程にある補助発問（○補） 

＜評価の観点＞ 

【評価材料】 

 
約 
5
分 

 
 
 
 
 
 
○前時の確認 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
・前時に予測した電流の大きさの

関係について説明する。 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
約
30
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○実験（グルー
プ活動①） 

 
 
 
 
 
○考察（グルー
プ活動②） 

 
 
 
 
 

 
・実験の役割を決める。 
・主体的に実験を行う。 
・実験結果をリライトシートに記

入する。 
 
 
 
・直列回路や並列回路の流れる電

流の大きさの規則性をリライ
トシートにまとめる。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
＊レジスタボードに，直列回路
と並列回路の回路図を挟んで
おくことで，話し合いながら
考察できるようにする。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

約
10
分 

○全体の場で
共有 

 

・実験の結果を発表する。 
 

 ＜思考・表現＞ 

直列回路・並
列 回 路 の 各 点
に 流 れ る 電 流
について，規則
性 を 見 出 し て
いる。 
【リライトシート】 
 

 
約
5
分 

 
○本時の振り
返り 

 
・リライトシートに観察・実験の

振り返りを記入する。 
「ねらいは達成されたか」 
「観察・実験の自己評価」 
・実験の片付けをする。 

 
○本時の学習内容を想起し，リ
ライトシートの振り返りを記
入するようにする。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

＜セオリー（仮説）＞回路全体に流れる電流の大きさは，並列回路の 

方が直列回路より大きい 

○補 1「直列回路の電流の大きさはどのようになりましたか。」 
◆1「I1＝I2＝I3です。」 
○補 2「並列回路の電流の大きさはどのようになりましたか。」 
◆2「I1＝I2+I3=I4です。」 
○補 3「回路全体の電流の大きさはどのようになりましたか。」 
◆3「並列回路の方が大きかったです。」 
 



単元２ １章 電流と回路 １．回路と電流・電圧（7時間のうちの 6時間目） 
本時の目標  
・直列回路・並列回路の各豆電球にかかる電圧について，実験結果から規則性を見出すことができる。 

（科学的な思考・表現） 
 

 学習内容 ・期待する生徒の学習活動 

補助発問に対する回答（◆） 

支援(＊)・指導上の留意点(○) 

対話の過程にある補助発問（○補） 

＜評価の観点＞ 

【評価材料】 

 
約 
5
分 

 
○学習内容の
確認 

 
 
 
 

 
・直列回路より並列回路の方が豆

電球は明るくなる。 
・どちらの回路も電源の電圧は同

じという条件である。 
・並列回路に流れる電流の方が大

きい。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○実験方法について説明する。 

 
 
 

 
約
30
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○実験（グルー
プ活動①） 

 
 
 
 
 
○考察（グルー
プ活動②） 

 
 
 

 
・実験の役割を決める。 
・主体的に実験を行う。 
・実験結果をリライトシートに記

入する。 
 
 
 
・直列回路や並列回路の豆電球に

かかる電圧の大きさの規則性
をリライトシートにまとめる。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
＊レジスタボードに，直列回路
と並列回路の回路図を挟んで
おくことで，話し合いながら
考察できるようにする。 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
約
10
分 

 
○全体の場で
共有 

 

 
・実験結果を発表する。 
 

  

＜思考・表現＞ 

直列回路・並
列回路の各豆電
球にかかる電圧
について，実験
結果から規則性
を見出すことが
できる。 
【リライトシート】 
 
 

 
約
5
分 

 
○本時の振り
返り 

 
・リライトシートに観察・実験の

振り返りを記入する。 
「ねらいは達成されたか」 
「観察・実験の自己評価」 
・実験の片付けをする。 

 
○本時の学習内容を想起し，リ
ライトシートの振り返りを記
入するようにする。 

 
 

 
 
 
 
 
 

＜セオリー（仮説）＞豆電球にかかる電圧の大きさが直列回路より 

並列回路の方が大きい 

○補 1「直列回路の電圧の大きさの関係はどのようになりましたか。」 
◆1「V ｱｵ＝V ｲｳ＋V ｳｴ＝V ｲｴです。」 
○補 2「並列回路の電圧の大きさの関係はどのようになりましたか。」 
◆2「V ｱｸ＝V ｲｷ＝V ｳｴ＝V ｵｶです。」 
○補 3「電源の電圧の大きさはどのようになりましたか。」 
◆3「どちらも同じ値になりました。」 
 



単元２ １章 電流と回路 １．回路と電流・電圧（7時間のうちの 7時間目） 

本時の目標  
・回路における電流や電圧の規則性を根拠にして，豆電球の明るさが直列回路より並列回路の方が明る

くなる仕組みを説明することができる。（科学的な思考・表現） 
 

 学習内容 ・期待する生徒の学習活動 

補助発問に対する回答（◆） 

支援(＊)・指導上の留意点(○) 

対話の過程にある補助発問（○補） 

＜評価の観点＞ 

【評価材料】 

向
き
合
う 
 
約 
10
分 

1．セオリーへ導く 
ための対話 

○学習内容の
確認 

 
 
 
 
 
 

 
 
・直列回路より並列回路の方が豆

電球は明るくなる。 
・どちらの回路も電源の電圧は同

じだが，豆電球にかかる電圧
は，並列回路の方が大きい。 

・並列回路に流れる電流の方が大
きい。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
○セオリーを板書する。 
 

 
 
 
 
 
 
 

探
る 
 
約
35
分 

 
 
 
2．セオリーを活用 

する対話 
○個人で考える 
 
 
○グループ活
動① 

 
 
 
 
 
 
 
3．一般化の対話 
○全体の場で
共有 

 
 
 
 
 
・課題について考えたことをリラ

イトシートに記入する。 
 
・レジスタボードに自分の理解度
を示し課題に取り組む。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
＊直列回路と並列回路の回路
図をレジスタボードに挟ん
でおくことで，図を使って
説明できるようにする。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜思考・表現＞ 
回路における

電流や電圧の規
則性を根拠にし
て，豆電球の明
るさが直列回路
より並列回路の
方が明るくなる
仕組みを説明し
ている。 
【発表】 

【リライトシート】 

振
り
返
る 
 
約
5
分 

4．自己内対話 
○本時の振り
返り 

 
・リライトシートに本時の振り 
返りを記入する。 
「学んだこと」 
「なるほどと思った人の意見」 

 
○本時の学習内容を想起し，
リライトシートの振り返り
を記入するようにする。 

 

 
 

＜セオリー＞直列回路 V ｱｵ＝V ｲｳ＋V ｳｴ＝V ｲｴ  I1＝I2＝I3 
       並列回路 V ｱｸ＝V ｲｷ＝V ｳｴ＝V ｵｶ  I1＝I2+I3=I4 

＜課題＞直列回路より並列回路の方が，豆電球が明るくなる理由を説明しよう 

＜レジスタボードの理解度 Dのグループ等への支援＞ 
＊発問をすることにより，どの生徒も思考を深めることができるようにする。 
・電流は何によって大きくなりますか。 
・電流がどのように変化すると，豆電球が明るくなりますか。 
・実験で求めた電流や電圧の値はどうなっていましたか。 

○補 1「なぜ，直列回路より並列回路の方が豆電球が明るくなり 
ますか。まず，電圧について説明してください。」 

◆1「並列回路の方が，各豆電球にかかる電圧が電源と同じに 
なります。しかし，直列回路は，豆電球にかかる電圧が 
電源の電圧よりも小さくなります。そのため，直列回路 
より並列回路の方が，豆電球にかかる電圧が大きくなり 
ます。」 

○補 2「電流について説明してください。」 
◆2「豆電球にかかる電圧が大きくなるので，並列回路の方が 

流れる電流が大きくなります。そのため，並列回路の方 
が豆電球が明るくなります。」 


